
2024年 7月 9日（火）個人投資家向け説明会 質疑応答 
※質疑応答の要旨を記載しております。尚、ご理解いただきやすいよう表現の変更や加筆・
修正を行っています。 
 
【質問】アイネット・データサービス（”IDS"）の従業員は、全員正社員なのですか？何人
いますか？ 
【回答】アイネット・データサービスは、全員が正社員で、今年は 3名入社し、27～28名
です。 
 
【質問】障がい者雇用率はどのくらいか教えてください。 
【回答】グループとして障がい者雇用率は、法定目標の 2.5％に対して、2.6％～2.7％で推
移しております。 
 
【質問】IDS社員の給料は、他の正社員と同じですか？障がい者の正社員はどのくらいの給
与をもらっているのか、その方たちは生活ができているか教えてください。また、辞める方
もいますか？ 
【回答】別会社ですので、アイネット本体と同じではない。毎年ベースアップは行っており、
生活もできています。障がい者年金も受給しているので、それも鑑みて給与水準を決めてい
ます。退職者はここ数年はいないですが、これまで個人的な事情で退職する人はおります。
離職率は低いです。 
 
【質問】社会貢献で（株主優待）贈呈額の 10％を障がい者に寄付しているとのことですが、
具体的な金額を教えてください。 
【回答】（毎年）100万円くらい寄付をしております。 
 
【質問】Googleが日本にデータセンター投資をする動きがありますが、その影響をどのよ
うに捉えているか教えてください。 
【回答】Google 等外資のデータセンターと比べて、弊社のデータセンターは、大規模では
ないですが、賃貸しだけではなく、システム開発から運用、その後の業務（BPO 等）まで
をひっくるめた形で提供するのを目指しておりますので、レイヤーが違うと思っておりま
す。私どもは、かゆいところに手が届くデータセンター、この辺を狙っております。 
  



【質問】今年から、再生可能エネルギー由来の電力利用を開始したとありますが、データセ
ンターを利用している顧客から、100％グリーン電力対応にならないか、といったような問
い合わせや要望はないですか？ 
【回答】再生可能エネルギーの利用は、数年内に 50％を目指しております。お客様によっ
ては、自社のものをすべて再生可能エネルギーにして欲しいとの要望があります。その場合、
契約をして、そのお客様に対するグリーン電力供給を 100％としているところもございま
す。 
 
【質問】日鉄興和、ヤマハ、京急、大林組が共同で作られた建物（横浜シンフォステージ）
へ移られた理由の説明をお願いします。 
【回答】移転前のビルは、築 37年とみなとみらいで一番最初のビルなので、老朽化や狭く
なってきたということもあり、みなとみらい内で探しました。社員の出退勤の動線が変わら
ない、という理由により、今のビル（横浜シンフォステージ）に引っ越しをいたしました。 
 
【質問】自社データセンターは、今後開発する予定があるとなっています。今のデータセン
ターがいっぱいになってきているからという認識で合っておりますか？ 
【回答】稼働率が 9 割になってきており、大型商談のことを考えると心もとないというの
があります。生成 AI に代表する高性能サーバーGPUを導入しようとすると、従来のセンタ
ーですと、電源の供給、熱量が物凄いので、空調の能力等で単純に導入が難しいということ
もあります。最適な第 3データセンターを建てることを検討しております。 
 
【質問】中期経営計画に、データセンターの開発予算は含まれていますか？ 
【回答】今年は中期経営計画の最終年度で、含まれておりません。次に作る中期経営計画に
は含む予定です。 
 
【質問】採用計画が今後の売り上げ、利益にヒットしてくるだろうという印象はありますが、
これについて情報が書いていないので、今後何人採用して、どのくらいの規模を目指してい
るのか教えてください。 
【回答】採用人数は、来年入社につきましては、単独で 60名、子会社 2社も含め 100名く
らい新規採用をしております。中長期的な目標は持っておりませんが、その年の退職率を見
て、退職率が多い時には中途採用をし、徐々に増やしていく計画で進めております。 
 
  



【質問】株主通信 P8に株主資本コスト 5％とあります。他の会社と比べて低いことが気に
なったのですが、この 5％はどのようにして決めたのか教えてください。 
【回答】現在公表しているものは、2023年 3月期の数字です。株主資本コストは、株価の
振れ、リスクとの兼ね合いで見るものなので、2023年 3月までの弊社の株価はあまり動き
がなく、振れがないため市場の平均に対して、そんなに振れない株となっていたので、資本
コストが高いものではなかったというのが正直なところです。2024年 3月期の資本コスト
については、株価もかなり振れましたので、株主資本コストは上がっているという認識をし
ております。2024年 3月期の株価が動いたので、リスクが高まり、資本コストも高い数字
になると思っております。 
 
【質問】（株主資本コストを）ベータ値だけで決めるのは意味合いが違うと考えているので
すが。 
【回答】ベースの数値は基本的には他社と同じものを採用しております。2023年 3月期ま
ではベータ値（β）が（市場）標準に近いものだったので、そこが一番の（他社との）変動
要因になっていると考えております。 
ご参考）株主資本コスト＝リスクフリーレート＋βxリスクプレミアム 


